
証言映像で見る
ボカチン特集



ボカチンとは？

輸送船の船員、南方に移動する陸軍兵士の体験者からよく聞くキーワードで
「ボカチン」があります。聞き取り初期は、何のことかよくわからなかった言
葉の一つです。

その意味は、「(魚雷を)ボカンと食らって(艦が)沈没」の略称です。実は、飢
餓の話、武器が十分にない話、戦場体験の悲惨な話の遠因ともいえる事象です。
また、日本と米国の考え方の差がわかる象徴的な話でもあります。

ボカチンというキーワードを軸に、あの先の大戦の実情を皆さんと共有したい
と思います。



太平洋戦場地図

バシー海峡

ダンピール海峡



斎藤 元雄さん

片岡 茂太郎さん

原岡 勇さん

小野 一臣さん

ボカチンの体験者

陸軍 ダンピール海峡の
悲劇を語る。ご自身も輸
送中に2度沈没

陸軍 軍医 病院船ぶえ
のすあいれす丸の沈没

陸軍 バシー海峡で沈む

陸軍 鮨詰めの輸送船内
の様子

矢野 正美 さん

陸軍 戦車部隊もバシー
海峡で沈んで丸裸に

赤池 光夫さん

軍属船員 輸送船で2度の
沈没を経験

久我 吉男さん

西山 勇さん

軍属船員 トラック島沖
で被弾



日本は、艦隊決戦を重視し、開戦時輸送船を護衛する
海防艦は僅か4隻という、無きに等しい実態でした。
このような中で、陸海軍の作戦行動に参加した徴用船
は海軍の艦船によって護衛されましたが、資源の輸送
に当たった輸送船は護衛のない単独輸送を強いられま
す。
その後、輸送は船団方式を取り入れ、護衛船を付ける
ことにします、護衛船は緊急建造の海防艦か水雷艇程
度で、これは米国潜水艦の敵ではなかったのです。

米国は開戦に備え、自国輸送船団護衛のために巡洋艦、
駆逐艦、空母などからなる約200隻を超える艦船を準
備していました。
また、日本商船攻撃のための潜水艦も備え、真珠湾奇
襲攻撃の3時間後には、51隻の潜水艦を西太平洋全域
に配備し、民間商船も総べて攻撃の対象とする「無制
限潜水艦作戦」の実施を大統領は命令しています。
なお、これ等潜水艦はその後200隻に増え、西南太平
洋全域で思うままにわが国商船や漁船、機帆船を攻撃
し撃沈しています。

日米のロジスティクス（兵站）に関する違い
日本 アメリカ

ロジスティクスとは？
「必要なものを」
「必要な時に」
「必要な量を」
「必要な場所に」
提供すること

• 「プロはロジスティクスを語り、ア
マチュアは戦闘を語る」でロジス
ティクスを最重要視。

• ほとんどの戦域で、圧倒的な火力と
物量で戦闘を実施。

• 「輜重輸卒（しちょうゆそつ）ガ
兵隊ナラバ 蝶々トンボモ鳥ノウ
チ」とロジスティクス軽視。

• 戦没者の60%は「餓死」。十分な
武器、弾薬、食料も提供されずに
損耗した。

出典：公益財団法人 日本殉職船員顕彰会資料



マレー半島をひたすら南下輸送船の様子



マレー半島をひたすら南下輸送船の様子



マレー半島をひたすら南下詰め詰めの船の様子 3分10秒



通商破壊

通商破壊とは、戦時に、通商物資や人を乗せた商船を攻撃することに
よって、海運による物資の輸送を妨害することです。

もともと南方資源獲得のために開戦した日本軍でしたが、「大動脈」で
ある輸送船を沈められ資源を運ぶことも、戦地に兵員・物資を運ぶこと
も自由にできなくなってしまいました。体験者が「ボカチン」と呼ぶ現
象は、悲惨な飢餓体験、装備不足の体験を多数輩出することとなりまし
た。

「開戦前夜」資料より 1942から1944年日米潜水艦による商船撃沈数



マレー半島をひたすら南下病院船も沈む 5分30秒



海の藻屑に消えた兵士達

太平洋戦争における輸送作戦で輸送船が
敵の攻撃により撃沈されていく中で、船
と運命をともにした軍人は、30万人を超
えたと推計されています。
南方各地が激戦の中心となっていく中で、
満蒙などに温存されていた陸軍の精鋭部
隊は、輸送船で占領各地に輸送されてい
きました。
しかし、その途中で輸送船が撃沈され、
敵に一発の銃弾も撃つことなく多くの軍
人が海の藻屑と消えていったのでした。

米軍潜水艦ガトー級 通商破壊で活躍した



マレー半島をひたすら南下ラバウル出航で沈む船 4分30秒



マレー半島をひたすら南下ニューギニアで潜水艦の雷撃 3分50秒



船員の戦没者

戦没船員の悲惨な実態を伝えるものに、軍人を上回る犠牲といたいけな年少船員の
多いことがあげられます

軍人の損耗率は、陸軍20％、海軍16％となっていますが、船員は43％（漁船、機
帆船の正確な数字が把握困難なので推計）にもおよんでいます。
また、戦没船員の年齢別分布は、下表の通りです。
この背景には、戦時特例によって海員養成所、商船学校、高等商船学校などの卒業
年限が大幅に短縮されて乗船したこと、船舶の急激な喪失による船員の犠牲をカ
バーするため大量の船員養成が行われたこと、などによるものがあります。



マレー半島をひたすら南下船員軍属の戦い① 7分30秒



マレー半島をひたすら南下船員軍属の戦い② 3分45秒



マレー半島をひたすら南下船員軍属の戦い③ 4分



バシー海峡

太平洋戦争終盤、アメリカは、バシー
海峡で潜水艦による通商破壊作戦を
大規模に展開しました。
南方への日本の輸送船をこの海域で撃
沈し、兵員や物資の輸送を阻止するた
めです。南方への途上で沈められる日
本の輸送船は後を絶たず、やがて同海
峡は、“魔の海峡”、“輸送船の墓場”と
称されるようになります。

南方へ展開する陸軍兵士の体験で必ず
といったほど話題になるこの海峡での
戦没者は10万人ともいわれいています。



マレー半島をひたすら南下輸送船の様子



マレー半島をひたすら南下バシー海峡 1分45秒



マレー半島をひたすら南下バシー海峡 せっかくの装備も水の泡 1分10秒



ダンピール海峡
の悲劇

1943年3月2日から3日にかけて、日本
海軍の輸送船団(輸送船8隻,駆逐艦8隻)
に対しアメリカ陸軍とオーストラリア
空軍の爆撃隊が攻撃した海戦です。

輸送船8隻と駆逐艦4隻が沈み、漂流す
る日本兵に容赦ない機銃掃射が加えら
れたこともあり、ダンピール海峡の悲
劇、ダンピールの悲劇とも呼ばれてい
ます。斎藤元雄さんのお話で、その悲
劇が語られます。



太平洋戦場地図

バシー海峡

ダンピール海峡



マレー半島をひたすら南下ダンピール海峡の悲劇 4分
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